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コンセプト（１） 

ミニマムサクセス 

プラットホーム帰還 

フルサクセス 

TT部門優勝 

• 前年度記録より勝つためには120~125 secで帰還すれば勝て
ると判断 

• 最低でも帰還するためにパイロットの出力が上がらなくても帰
還可能な機体を 

• 試験飛行において滑走時に追いつける機速に 



コンセプト（２） 

• コンセプト 
• スパン増加による出力削減は構造的、運営的にキツイ 

      軽量化による出力削減 

• 比較的制作しやすい構造 

 

• コンセプトを達成するために 
• 構造部材の軽量化 

• 正確な重量推算 

• 軽量構造を実現するための空力設計 

• 最適化手法を取り入れた翼型、循環分布 

• 設計補助プログラムを用いて設計の効率化 

 

 



ツール 

新設計プログラム 

  Catalyst prototype 
 

数値計算言語GNU Octaveで動作する統合設計プログラム 

 

• 設計の効率化 

• 各部分設計の連携 

• 図面出力の自動化 

• 荷重試験のサポート 
 

 

for Octave 

パラメータ
設定 

構造設計 

空力設計 空力解析 

運動解析 



全体設計 

• 重量見積もり 

• 想定重量(+マージン) 

• パイロット 65kg(+1kg)  

• 機体 33kg(+1kg)  

• 出力見積もり 

• 設計機速  9.5m/s 

       291.4W 

• 最低機速 8.7m/s 

       263.6W 

• 巡航機速 10.7m/s 

       343.7W 

 

• 下向きウイングレット 

• 軽量構造 

 

 



主翼（１）  構造設計 

• 軽量化への方策 「大径化」「かんざし重量の低減」 

• マンドレルを空力より先に決定 

 

 

 

 

 

• 大径化と分割数低減（＝かんざし重量低減）を同時達成 

 

• 前年度13分割に対し9分割に減少 

 

• 重量が前年度10.3kgに対し9.4kgに減少 

中央翼 内翼 外翼 第一最外翼 第二最外翼 

マンドレル径 108 100 80 60 38.5 

マンドレル長 2000 3750 3750 3750 2300 



主翼（２）  空力設計 
 

 
• 構造的成約を加えた状態で抗力を最低に 「TR-797法」 

• 翼根の曲げモーメントを固定した場合に 

 誘導抗力を最低にする循環分布を探索 

 

• 制作への負荷を軽減 「多角形化循環」 

• TR-797法を用いて作成した循環を 

 揚力一定のもと多角形化 

 

• 下向きウイングレット 

• 定常飛行時に水平になるよう角度を調整 

 

スパン 26.68 m 相当上半角 8.52 deg 

翼面積 20.06 m^2 取り付け角 3.69 deg 

スパン方向距離 

循
環

 



尾翼 

• 水平尾翼 
• 前年同様、米軍規格MIL-F-8785Cをもとに決定 

• 運動解析から機体の短周期モードの特性を取得し、基準の 

 縦短周期振動数、減衰比と照らし合わせ尾翼諸元を決定 

• 制作に配慮し矩形水平尾翼に 

 

• 垂直尾翼 
• 前年度機体が旋回可能だったことを鑑みて 

 同程度の微係数になるよう諸元を決定 

 

• 水平、垂直共に操舵角を増加 
• 取付部を改良により±15degの操舵が可能に 

 

• 垂直尾翼取付部下にビスケットを配置 
• パイプの変形と破断を防止 

 

 



プロペラ 

• Larrabee法を用いた設計 
• 最高効率は低いものの広い速度域で良好な特性を            
示すプロペラを設計可能 

      飛行速度が頻繁に変化するTT部門に 

                よく適合する 

• 前年度設計プログラム「Empeller」を使用 

• 同プログラムによりすでに自、他チームにて                二
機が設計され飛行している 

         信頼性は十分 

• プロペラ諸元 

 回転半径 1.5 m 推力 28.13 N 

回転数 180 rpm 効率 0.9099 
正面 側面 



その他 

• 胴体パイプ 
• 分割数を3から2分割にすることでかんざし分の軽量化 

• マンドレル制限に伴いΦ 110、Φ 100構成に 

• フレーム 
• 2012年度機体「Re:ach」のフレームを使用 

• タイヤ 
• Re:ach同様ベアリング入り前後2輪 

• スポイラー 
• 前年同様すべり軸受とサーボから構成された軽量構造 

• オーバースペックだったサーボを交換することで更に軽量に 
 



 

 

 

 

ご清聴ありがとうございました。 


